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1.日 的

ホタテガイ養殖の効率的な生産及び質的改善を行うためには､優良な品種を作り出す必要がある｡ しかし､天然貝

の混入を防いで目的の品種及び系統の種苗を得るためには､室内での人工採苗によらなければならない｡また､品種

改良のための素材を他地区から導入するには防疫及び貝毒の観点から､室内でホタテガイを隔離して飼育する技術が

必要とされる｡

このため､平成4年度は室内で飼育するための付着椎貝の好適餌料濃度､適水温､母貝の成熟促進等を調べたが､

平成5年度は好適餌料の検討を行った｡

2.方 法

(1) ホタテガイ幼生餌料別飼育試験

試験に供したホタテガイ幼生の母貝は､1994年3月5日まで野辺地沖で耳づり養殖されていた3年貝 (1991年)

である｡ 産卵誘発は16℃の紫外線殺菌海水で行い､雌3個体､雄3個体から得た卵､精子を混合させた｡受精 した

卵は､べリジャー幼生になるまで水温12℃に保ち､受精3日後に試験区別に22ビーカーに1.5-2個/ccになる

ように収容 した｡22ビーカーに収容 したラ-バは水温16℃に保ち､餌料はPaulmnluthen'､Chaetocerosgracilis

及びこの2種額を同量づつ混合した餌料を毎日給餌した｡飼育水は1FLmでろ過 した紫外線殺菌海水を用いて､ 1

日おきに全換水した｡餌料濃度はN.Boune等の方法l)に従い､飼育開始から2日目までは5,000cells/cc､3-6

日目までは10,000cells/cc､7-12日目までは15,000cells/cc､13日日以降は20,000cells/ccとした｡また､幼

生が付着するまで3日毎に殻長と生存率を測定した｡

(2) ホタテガイ付着稚貝餌料別飼育試験

供試椎貝は青森市久粟坂沖に垂下していた採苗器に付着していたホタテガイ椎貝 (平均殻長2.46±0.31m)で､

1993年7月18日に採取したものを用いた｡椎貝は試験区別に302パソライ ト水槽に500個体づーっ収容し､1994年7

月20日から試験を開始し､20日間飼育した｡試験期間中は水温を16℃に保ち､飼育水は1/Jmでろ過 した紫外線殺

菌海水を用いて 1日おきに全換水した｡餌料はPaulの焔Iuthen'､Chaetoceroscalcitrans､Chaetuerosgraa'lis､また

はこれら2種及び3種を同量づつ混合したものを用いた｡餌料濃度は毎日Coultercounterで残餌を測定し､最終

濃度が4万-5万cells/ccになるように不足分を補充 した｡成長量を見るため､4日毎に30個体づつ殻長を測定

し､試験終了日には100個体づつ測定した｡

3.結 果

(1) ホタテガイ幼生餌料別飼育試験

幼生の餌料別の成長を図.1に示した｡Chaetwerosgracilisを単独で与えた区が最もよい成長を示し､給餌開始か

ら18日目に平均殻長214.4FLmとなり､270FLm以上の付着する個体も見られた｡飼育開始後18日目のPaulmNZI

luthen'単独区及び蝕ulo∽luthen'とChaetocerosgracilisの混合区では平均殻長がそれぞれ167.5FLm､183.1fLmとな

り､付着する個体は全く見られなかった｡特にPado∽ luther単独区では給餌開始から24日たっても付着する個体

は見られなかった｡これら3試験区の18日目の平均殻長についてt一検定 (P>0.05)を行ったところ､全ての区

で有意な差が見られた｡また､生存率を見てもChaetwey10SgraCilis単独区及び蝕ulαガIuhen'とChaetocerosgracilis

の混合区では18日目の生存率はそれぞれ51.0%､38.0%あったが､Padmnluthen'単独区では20.5%しかなかった

(図.2)｡ しかもPadのnluheyi'単独区では奇形の幼生が多く観察された｡

(2) ホタテガイ付着椎貝餌料別飼育試験

付着椎貝の餌料別の成長を図.3に示 した｡Chaetwey10Sgrm'lis単独区またはChaetwerosgracilisと他餌料の混合

区で最も成長が良く､試験終了日におけるChaeねcerosgracilis単独区及び混合区間で平均殻長には有為な差は見ら
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)図 1 異なる餌料で飼育したホタテガイ幼生の成長p.1:PadM luhen',C.g:Ch
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れなかった (P>0.05)｡ しかし､Padの必Juiheyi単独区が最も成長が悪 く､続いてChaetwensalcitram単独区､

PadmnlutheyiとChaetaeyosのlcitnmsの混合区で成長が悪かった｡ しかし､ChaetMerOSalcitrmlS単独区､Paul伽

Iuheyi'とChaetaeroscalcitnmsの混合区の間には平均殻長に有為な差は見られなかった｡また､生存率はChaetaeros

gacilis単独区で93.2%と最も高かったが､その他の餌料区では明瞭な傾向は見られなかった (図.4)0

4.考 察

和田2)はアコヤガイ幼生飼育にはPaulmnluheyi単独あるいはChaetwerosmlcitnwと混合して与えると最も成長が

よいと報告 している｡また､早川等3)はホタテガイの浮遊幼生の飼育にはPadO∽ lutheyiとCheatuey10SalLm'transの

単独区よりも混合区での成長が最も良いと報告 している｡また､Wh yte等4)はホタテガイ (Pbtilu)Zxtcienyessm 'S)

の幼生にTahitianZsahh'sisとChLWtα:erasalacitrtwにThwassiosiraZzsedwu21u2を混合した餌料を与えると高い成長率

を示すと報告 している｡ しかし､今回の試験では餌料を混合しても成長は促進されなかった｡逆にChaetwerosgracilis

を単独で授与 したものが､幼生の初期の時に若干成長が劣る傾向があるが､全体的には幼生､付着椎貝ともに成長が

良い結果となった｡

酒井等5)はアサリの椎貝においてChaetweylOSCalaa'trans単一給餌が最も成長率が高 く､ChaetMerOSCalm'transと他

餌料の混合では単一給餌の中間的な値を示 し､Paulo∽ lutheyiと他餌料との混合では単一餌料よりも高い値を示 した

と報告 している｡今回の試験において､幼生ではChaetα;erasgrm'lisとPadの必Iutheyiの混合区で単一餌料の中間的な

値を示 したが､椎貝では単一餌料の中間的な値または単一餌料よりも高い値を示すものは見られなかった｡･幼生と付

着椎貝で混合餌料の結果が異なるのは､幼生と椎貝では栄養要求が異なるためと考えられるが､これについてはさら

に検討する必要がある｡

また､N.Boune等1)はホタテガイの幼生飼育でChaetueroscalcitLmS､ZsαカrysissP.(Tahitian)､Thalassiosira

I)seam 3種混合餌料を投与 した時の日間成長量は6.9FLmと報告 しているが､今回のChaetwey10Sgrm'lis単独区の

日間成長量は6.7/Jmと､3種混合餌料と遜色のない成長量を示 した｡また､永峰6)は天然での付着椎貝の日間成長

量は概ね50FLmと報告 しているが､今回の試験での椎貝の日間成長量は､ChaetaeyDSgrm'lis単独区で67FLm.とかな

り良い結果となった｡このことからもChaetawosgracilisはホタテガイにとってかなり餌料価値が高い餌料と言える｡

餌料培養の作業量を考えた場合､この1種類だけでホタテガイを飼育した方が効率的に種苗生産できるものと考えら

れる｡
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